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去
る
２
月
５
日
、
合
併
後
は

じ
め
て
行
わ
れ
た
紀
美
野
町
長

選
挙
で
町
民
の
方
々
の
大
変
な

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
紀
美
野

町
初
代
町
長
と
し
て
町
政
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
町
長
と
い
う
責
任

の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
と

と
も
に
、
紀
美
野
町
の
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
紀
美
野
町
を

「
安
心
し
て
住
め
る
町
」、
又

「
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
た
活

気
と
夢
の
あ
る
町
」
に
す
る
為
、

新
し
い
町
づ
く
り
活
動
の
主
旨

と
し
て「
７
つ
の
柱
」を
政
策
目

標
に
掲
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
１
つ
目
は
「
み
ん
な
で

つ
く
る
町
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

ま
す
。
こ
れ
は
町
民
一
人
ひ
と

り
が
「
心
を
ひ
と
つ
に
町
づ
く

り
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
住
民
主
体
の
町
づ
く
り

を
常
に
念
頭
に
お
い
て
町
政
を

進
め
て
行
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
し
て
お
り
ま
す
。

２
つ
目
は
、「
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
い
う
実
感
を
町
民
の
方
々

に
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

行
政
を
進
め
て
行
き
ま
す
。
国

道
３
７
０
号
を
主
軸
と
し
て
県

道
、
町
道
の
整
備
ま
た
、
町
民

の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
な
快

適
な
公
園
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

３
つ
目
は
「
安
全
・
安
心
の

町
づ
く
り
」
を
強
く
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
近
い
将
来
発
生
が

予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・
南

海
地
震
、
ま
た
、
台
風
・
大
雨

な
ど
の
災
害
か
ら
住
民
を
守
る

た
め
、
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
な
組
織
体
制
づ
く
り
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
無

線
に
つ
い
て
は
現
在
、
旧
野
上

地
内
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
最
重

要
課
題
と
受
け
止
め
て
お
り
、

す
べ
て
の
町
民
に
聞
い
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
又
、
万

一
災
害
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
た

場
合
も
想
定
し
て
、
空
か
ら
の

救
援
活
動
も
で
き
る
よ
う
に
、

適
地
を
選
ん
で
町
内
に
い
く
つ

か
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
も
考

え
て
い
き
ま
す
。

４
つ
目
は
「
福
祉
の
充
実
し

た
町
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
行

き
ま
す
。
紀
美
野
町
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
子

育
支
援
施
策
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。親

が
安
心
し
て
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
学
童
保
育
な
ど
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・

生
き
が
い
づ
く
り
を
積
極
的
に

す
す
め
る
な
ど
福
祉
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
つ
目
は
、「
豊
か
な
教
育
を

め
ざ
す
町
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
行
き
ま
す
。
教
育
は
国
家
百

年
の
計
と
い
わ
れ
ま
す
。
人
づ

く
り
は
何
よ
り
も
大
事
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
日
の
社
会
情
勢
を
考
え
る

時
、
田
舎
と
い
え
ど
も
安
心
は

し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
通
学
時

の
安
全
対
策
と
、
安
心
し
て
子

供
た
ち
が
学
べ
る
学
校
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

６
つ
目
は
、「
活
気
の
あ
る

町
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
行
き

ま
す
。
地
場
産
業
が
生
き
生
き

と
し
な
け
れ
ば
町
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
地

場
産
業
で
あ
る
農
業
、
林
業
、

商
工
業
の
活
性
化
に
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
紀
美

野
町
に
は
生
石
高
原
な
ど
の
素

晴
し
い
自
然
資
産
を
は
じ
め
、

み
さ
と
温
泉
か
じ
か
荘
、
天
文

台
、
ふ
れ
あ
い
公
園
な
ど
観
光

資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
わ
が
町
は
世
界
遺
産
で

あ
る
高
野
山
の
西
の
玄
関
口
で

も
あ
り
ま
す
。
県
内
外
か
ら
大

勢
の
方
々
に
来
て
頂
き
、
満
足

し
て
帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
環
境
整
備
な
ど
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

紀
美
野
町
は
、
町
民
は
も
と

よ
り
、
こ
の
町
を
訪
れ
る
人
た

ち
の
心
を
癒
せ
る
町
づ
く
り
も

大
事
な
施
策
で
あ
り
ま
す
。
民

間
活
力
に
よ
る
町
お
こ
し
事
業

に
役
場
も
積
極
的
に
参
加
・
取

り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

又
、
人
口
対
策
と
し
て
Ｉ
タ
ー

ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
入
れ
体

制
の
強
化
と
若
者
定
住
対
策
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。最

後
の
７
つ
目
は
、「
行
財

政
改
革
を
め
ざ
す
町
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。行
政
、

財
政
の
改
革
は
、
や
や
も
す
れ

ば
、
萎
縮
的
な
意
味
合
い
に
と

ら
わ
れ
易
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
自
主
財
源
の
確
保
と
行

政
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り
、
効

率
的
な
行
政
運
営
に
英
知
を
結

集
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
７
つ
が
、
私
の
新
町

の
町
づ
く
り
構
想
で
あ
り
ま

す
。
実
現
に
向
け
て
新
町
の

「
町
づ
く
り
計
画
」
と
な
る
長

期
総
合
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ

を
基
に
全
体
を
見
通
し
た
総
合

的
な
行
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
町
執
行
部
が
一

丸
と
な
っ
て
、
町
民
の
皆
様
方

と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

た
、
心
の
通
っ
た
「
真
心
行
政
」

を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町長　寺本光嘉
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119億7,455
63億4,050
54億5,840 
13億8,318 
1億468
1,531

21億7,937
10億8,091
4,864
2,745
9,533

5億2,353

1億7,565 

平成18年度
当初予算額会　　計　　名

総　　　　　額
一　般　会　計
特　別　会　計

企業会計
上水道事業会計

国民健康保険事業特別会計
国保直営診療所事業特別会計
へき地診療所運営事業特別会計
老人保健事業特別会計
介護保険事業特別会計
のかみふれあい公園運営事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
野上簡易水道事業特別会計
美里簡易水道事業特別会計

公営企業

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
が
第
一

回
定
例
議
会
の
審
議
を
経
て
決
ま
り

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、
六

三
億
四，
〇
五
〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の
予
算
は
、
人
件
費
、
扶
助

費
、公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
及
び

必
要
な
経
費
を
、
ま
た
、
工
事
請
負
費

な
ど
の
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
継

続
事
業
を
、
そ
れ
ぞ
れ
予
算
化
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
新
規
事
業
を
含
む

政
策
的
な
経
費
に
つ
い
て
は
、
６
月

議
会
に
お
け
る
補
正
予
算
に
盛
り
込

ん
で
い
き
ま
す
。

町
に
入
る
お
金
の
う
ち
、
地
方
交

付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
依
存

財
源
は
五
一
億
六，
二
九
三
万
円
で
、

歳
入
全
体
の
81.5
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
町

が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は

一
一
億
七，
七
五
七
万
円
で
、
歳
入
全

体
の
18.5
％
と
財
源
の
大
半
を
国
や
県

に
依
存
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
要

の
一
般
財
源
を
確
保
す
る
た
め
財
政

調
整
積
立
金
等
か
ら
二
億
五
二
九
万

円
の
繰
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

町
が
使
う
お
金
を
目
的
別
に
み
る

と
、
最
も
多
い
の
が
町
の
借
金
の
返

済
に
あ
て
る
公
債
費
で
一
七
億
三，
四

一
七
万
円
（
27.4
％
）
と
高
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。
次
に
民
生
費
一
二
億
一，
九

〇
七
万
円（
19.2
％
）、
総
務
費
七
億
七，

四
九
八
万
円
（
12.2
％
）
と
続
き
ま
す
。

な
お
、
主
要
事
業
を
４
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

平成18年度　予算総額

119億7,455万円
会　計　別　予　算　額

（単位：万円）

※上水道事業会計は、収益的収支と資本的収支の
合計額です。

公債費�
17億3,417万円�
（27.4％）�

総務費�
7億7,498万円�
（12.2％）�

民生費�
12億1,907万円�
（19.2％）�

衛生費�
6億9,765万円�
（11％）�

諸支出金�
1億46万円�
（1.6％）�

農林水産業費�
3億6,383万円�
（5.7％）�
教育費�

4億3,424万円�
（6.8％）�

消防費�
3億4,586万円�
（5.5％）�

議会費�
1億2,727万円�
（2.0％）�

商工費�
2,034万円�
（0.3％）�予備費�

1,000万円�
（0.2％）�

土木費�
5億1,263万円�
（8.1％）�

歳出�

63億4,050�

万円�

地方交付税�
37億1,272万円�
（58.6％）�

町債�
5億6,740万円�
（8.9％）�

町税�
7億9,449万円�
（12.5％）�

県支出金�
3億5,942万円（5.7％）�

国庫支出金�
1億1,922万円�
（1.9％）�

分担金及び負担金�
使用料及び手数料・財産収入�
寄付金・諸収入・繰入金・繰越金�
3億8,308万円（6.0％）�

地方譲与税・利子割交付金�
配当割交付金�
株式等譲渡所得割交付金�
地方消費税交付金�
ゴルフ場利用税交付金�
自動車取得税交付金�
地方特例交付金�
交通安全対策特別交付金�
4億417万円（6.4％）�

自
�
主
�財�源

�
歳入�

63億4,050�
万円�

依�

存�

財�
源�

一般会計予算　63億4,050万円

歳
　
　
　
　
入

歳
　
　
　
　
出



4

主　要　事　業（一般会計）
新は新規事業、それ以外は継続事業です。

総務費
新 長期総合計画策定 ５２０万円
継 コミュニティバス運行業務委託 ４,１００万円
継 カーブミラー設置 １１０万円
継 防犯灯設置・修理補助金 １００万円
新 国民保護計画策定 ３８９万円
新 地域防災計画策定 ６３０万円
新 県防災総合情報システム負担金 ８０４万円
新 和歌山地方税回収機構 ２９０万円
新 農業委員会委員選挙費 ３６０万円
新 県議会議員選挙費 ５６０万円

民生費
継 町社会福祉協議会 １,２６２万円
継 敬老会演芸委託料 ６００万円
継 緊急通報システム管理 ２７６万円
継 高齢者安心ネット １７６万円
継 やすらぎ園負担金 ５９５万円
継 高齢者住宅改修補助金 １５０万円
継 ひかり作業所補助金 １,０５０万円
継 障害者支援費 ６,９０４万円
継 放課後児童健全育成事業補助金 １００万円

衛生費
継 野上厚生病院負担金 ２億７,００７万円
継 休日在宅当番医制 ２１１万円
継 老人インフルエンザ予防接種 ７９７万円
継 健康診査事業 ２,０１８万円
継 五色台広域施設組合負担金 １,２３３万円
継 海南海草環境衛生施設組合負担金 １億１,７３０万円
継 家庭用電気式生ごみ処理機購入補助金 ８０万円
継 小型合併浄化槽設置補助金 ３,４８７万円

農林水産業費
継 中山間地域直接支払事業 ５,２８１万円
継 県営農免農道整備事業負担金（山畑地区） ２５１万円
継 ふるさと農道整備事業（段子峯） ４,０００万円
継 地籍調査事業 ８,０４６万円
継 小規模土地改良事業 ８５８万円
継 森林整備地域活性化支援交付金 ７１５万円
継 有害鳥獣捕獲事業補助金 ６２万円

商工費
継 商工会経営改善普及事業補助金 ９２６万円
継 山の家おいし施設管理委託料 ２４０万円

土木費
継 町道維持補修費 ４,５００万円
継 町道東福井牧場線（坂本地区） １億２,０００万円
継 平中通り２号線（動木地区） ３,０００万円
継 町道谷線（谷地区） ５,０００万円
継 町道柴目七山線（長谷地区） ３,０００万円
継 町道動木志賀野線（動木・釜滝地区） ６,０００万円
消防費
新 県防災総合情報システム負担金 ４９１万円
継 消防用備品 １,７６８万円

教育費
継 学校夢づくり １００万円
新 教育系コンテンツフィルタリング設定 １９４万円
継 ＡＬＴ（外国人語学指導助手）経費 ８４６万円
継 スクールバス運行 ８４１万円
新 志賀野小学校耐震補強工事設計委託 ６１万円
継 町民大学講座 １４０万円
継 文化センター自主事業 ９７５万円

コミュニティバスの運行

健康診査事業

地籍調査事業

町道柴目七山線（長谷地区）

文化センター自主事業
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本
議
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
選

任
・
任
命
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

□
監
査
委
員

住
所
　
紀
美
野
町
箕
六
四
五
番
地

氏
名
　
中
谷
　
　
一
氏

住
所
　
紀
美
野
町
小
畑
六
〇
九
番
地

氏
名
　
伊
都
　
堅
仁
氏

□
公
平
委
員
会
委
員

住
所
　
紀
美
野
町
動
木
二
八
番
地

氏
名
　
中
尾
　
公
彦
氏

住
所
　
紀
美
野
町
奥
佐
々
五
六
〇
番

地

氏
名
　
平
畑
　
榮
治
氏

住
所
　
紀
美
野
町
桂
瀬
九
四
番
地

氏
名
　
東
　
　
克
彦
氏

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

住
所
　
紀
美
野
町
東
野
四
〇
八
番
地

氏
名
　
溝
上
　
　
旭
氏

住
所
　
紀
美
野
町
下
佐
々
四
六
八
番

地

氏
名
　
若
林
　
　
豊
氏

住
所
紀
美
野
町
蓑
垣
内
一
番
地
一

氏
名
　
浦
　
　
啓
之
氏

□
固
定
資
産
評
価
員

住
所
　
紀
美
野
町
吉
野
五
七
番
地

氏
名
　
小
川
　
裕
康
氏

□
教
育
委
員
会
委
員

住
所
　
紀
美
野
町
小
畑
二
五
番
地
五

氏
名
　
岩
橋
　
成
充
氏

住
所
　
紀
美
野
町
吉
野
一
六
九
番
一

号
地

氏
名
　
坂
垣
内
　
祥
泰
氏

住
所
　
紀
美
野
町
動
木
二
五
五
番
地

一

氏
名
　
寺
中
　
佐
知
子
氏

住
所
　
紀
美
野
町
福
田
八
番
地
二
の

三

氏
名
　
潰
崎
　
泰
彦
氏

住
所
　
紀
美
野
町
三
尾
川
三
六
六
番

地

氏
名
　
大
東
　
伸
宏
氏

本
議
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
選

挙
に
よ
り
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

□
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

住
所
　
紀
美
野
町
動
木
三
八
番
地

氏
名
　
　
　
　
登
氏

住
所
　
紀
美
野
町
野
中
一
二
五
番
地

一

氏
名
　
西
　
　
増
三
氏

住
所
　
紀
美
野
町
下
佐
々
一
六
六
番

地
一

氏
名
　
林
　
　
繁
雄
氏

住
所
　
紀
美
野
町
赤
木
三
三
一
番
地

氏
名
　
前
　
　
　
延
氏

□
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充

員住所
　
紀
美
野
町
小
畑
三
三
六
番
地

四

氏
名
　
汲
原
　
惟
弘
氏

住
所
　
紀
美
野
町
樋
下
一
〇
六
番
地

氏
名
　
森
下
　
武
浩
氏

住
所
　
紀
美
野
町
動
木
二
五
五
番
地

一

氏
名
　
寺
中
　
　
夫
氏

住
所
　
紀
美
野
町
三
尾
川
三
二
六
番

地

氏
名
　
下
垣
内
　
知
広
氏

選
　
　
　
　
挙

人
　
　
　
　
事

去
る
１
月
29
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
旧
美
里
町
元
消
防
団
長
（
故
）
岩
本

重
氏
（
津
川
）
が
、
生
前
の
消
防
職
務
に

対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
栄
え
あ
る

叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
12
年
か
ら
42
年
間
と
い
う
長
き

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
職
務
に

精
励
さ
れ
、
副
分
団
長
、
分
団
長
を
経

て
、
昭
和
38
年
か
ら
54
年
ま
で
団
長
と

し
て
そ
の
指
揮
力
を
発
揮
し
、
火
災
現

場
で
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
火
災
予
防

や
団
員
の
育
成
指
導
、
機
械
器
具
の
整

備
な
ど
、
消
防
防
災
行
政
の
発
展
に
日

夜
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
43
年
に
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永

年
勤
続
功
労
章
）、
ま
た
昭
和
60
年
に

は
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

寺本町長より長男の純一さんに勲章・勲記が手渡されまし寺本町長より長男の純一さんに勲章・勲記が手渡されました。た。�寺本町長より長男の純一さんに勲章・勲記が手渡されました。�
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３
月
５
日（
日
）、
野
上
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
下
佐
々
地
区
の
第

２
回
防
災
訓
練
が
地
元
消
防
団
の
協
力

を
得
て
、
消
防
署
の
指
導
の
も
と
実
施

さ
れ
、
総
勢
１
０
０
名
を
超
え
る
皆
さ

ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
消
火
器
を
使
っ
た

消
火
訓
練
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
４
つ
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
地
区

内
２
ケ
所
で
消
火
栓
を
使
用
し
た
放
水

訓
練
も
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
住
民
の

皆
さ
ん
は
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

下
佐
々
地
区
区
長
の
根
来
　
平
さ
ん

は
、「
近
い
将
来
、
東
南
海
・
南
海
地

震
が
起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

日
の
体
験
を
通
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地
震
、
火
災
に
備
え
て

防
災
訓
練
を
実
施
!!

下
佐
々
地
区
で

３
月
11
日
、
新
し
く
完
成
し
た
野
上

小
学
校
の
屋
内
運
動
場
（
体
育
館
）
で
、

京
都
の
す
わ
ら
じ
劇
園
に
よ
る
「
オ
ズ

の
魔
法
使
い
」
が
上
演
さ
れ
、
児
童
、

保
護
者
、
一
般
の
方
約
５
０
０
人
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
体
育
館
が
３
月
９
日
に

竣
工
し
た
の
を
記
念
し
て
、
学
校
夢
づ

く
り
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

児
童
の
皆
さ
ん
ら
は
、
木
の
香
り
の
漂

う
館
内
で
約
90
分
の
劇
を
楽
し
み
ま
し

た
。ま

た
、
公
演
終
了
後
、
館
内
が
一
般

に
公
開
さ
れ
、
訪
れ
た
方
々
は
真
新
し

い
館
内
を
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

屋
内
運
動
場
の
竣
工
を
記
念
し
て

「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」
を
上
演
!!

野
上
小
学
校

野
上
町
商
工
会
と
美
里
町
商
工
会

は
、
平
成
18
年
４
月
１
日
付
で
合
併
し

て
、
新
た
に
「
紀
美
野
町
商
工
会
」
に

な
り
ま
す
。

現
在
の
野
上
町
商
工
会
館
が
「
紀
美

野
町
商
工
会
本
所
」
と
な
り
、
美
里
町

商
工
会
館
が
「
紀
美
野
町
商
工
会
美
里

支
所
」
に
な
っ
て
、
業
務
を
引
き
継
い

で
行
い
ま
す
。

商
工
業
者
の
皆
様
方
に
は
、
従
来
同

様
金
融
・
税
務
・
労
働
相
談
等
お
気
軽

に
商
工
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
名
　
称：

紀
美
野
町
商
工
会
本
所

所
在
地：

和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野

町
動
木
１
３
８
８
番
地
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
７
３
―
４
８
９
―
３
２
６
０

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
７
３
―
４
８
９
―
５
６
２
７

★
名
　
称：

紀
美
野
町
商
工
会
美
里
支
所

所
在
地：

和
歌
山
県
海
草
郡
紀
美
野

町
神
野
市
場
２
３
０
番
地
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
７
３
―
４
９
５
―
２
１
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
７
３
―
４
９
５
―
３
２
０
２

紀
美
野
町
商
工
会
　
誕
生

４
月
１
日

起震車で地震体験する参加者起震車で地震体験する参加者�起震車で地震体験する参加者�

合併契約書調印式
（昨年11月24日・美里町商工会にて）
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平成１８年度前期衛生カレンダーをご覧ください。
子育て支援センタ－からのお知らせ

★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター　TEL 489－9711まで〉
※留守の場合は、第二保育所（TEL 489－4953）

○コ　ア　ラ　４月18日（火）9：30～11：30 福祉センター（はじめましての会）
○カンガルー　４月28日（金）9：30～11：00 福祉センター

なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。
★子育て支援センター開放のお知らせ
子育て支援センター・自然体験世代交流センターのお部屋を開放しています。
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。

毎週月曜日　　　　　　　9：00～11：30・14：00～16：30 子育て支援センター
第１、第３、第５木曜日　9：00～11：30 子育て支援センター
第２、第４木曜日　　　　9：30～11：30 自然体験世代交流センター

月曜日～金曜日 9:00～17:00

4 月11日（火） 9:00～11:00
25日（火） 9:00～11:00健 康 相 談

日程については未定です。
お問い合わせください。

※予約制です

4 月11日（火） 9:00～11:00
25日（火） 9:00～11:00 

水 質 検 査

健康診断書の作成
一般健康相談

心の健康上、不安をもつ方及び家族

※精神科専門医師が相談に応じます。

こ こ ろ の
健 康 相 談

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで 海南市大野中９３９ （電話　４８２－０６００）

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談 4 月11日（火） 9:00～11:00
25日（火） 9:00～11:00

検 便

化学検査　菌検査
赤痢菌　サルモネラ菌　大腸菌

4 月10日（月） 9:00～11:00
17日（月） 9:00～11:00

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするた
めの血液検査と登録手続きを行います。

4 月11日（火） 10:30～11:30
25日（火） 10:30～11:30

※予約制です
医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。

事業名 対象・内容等 日　　　時

ポリオ追加接種について
昭和50年から昭和52年に生まれた方に

ついて、ポリオの免疫を保有している方
の割合が、他の年齢層に比べて低いこと
が厚生労働省の調査でわかっています。
昭和50年から昭和52年に生まれた方に

は、
①ポリオウイルス常在国に渡航される
時

②お子さまがポリオワクチン接種を受
ける時

再度ポリオワクチンの予防接種をうける
ことをお勧めします。
接種医療機関等、詳細については保健

福祉課（TEL 489－9960）までお問い合
わせください。

事業主の皆様へ
平成18年度の労働保険料の申告・納付手続は４月１日か

ら５月22日までにお願いします
労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称したもので、

労働者が安心して働けるための保険です。
労働保険の保険料は、年度当初に概算で申告・納付し、

翌年度の当初に確定申告の上、精算することになっていま
す。
平成18年度の労働保険料の申告・納付の手続は、和歌山

労働局総務部労働保険徴収室、又は最寄りの労働保険年度
更新集合受付会場で５月22日までに行ってください。
なお、平成18年４月１日から労災保険率等が改正される

ため、平成18年度の労働保険料の概算保険料の申告から、
労災保険率が変更となります。
詳しくは、和歌山労働局総務部労働保険徴収室（TEL

073－422－2175）まで、お問い合わせください。

（日時）平成18年4月10日（月） 10：00～16：00
（場所）総合福祉センター・やすらぎ園駐車場

献血にご協力
お願いします
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　前回から内臓脂肪を減らす最も効果的な「運動」についてシリーズでお伝えしています。�
シリーズ①ではウォーキング（有酸素運動）についてでしたが、今回は筋力トレーニングにつ
いてお伝えします。�
筋肉の量を増やして肥満防止に�
　人間の体は何もしていなくても１日に約1200ｋalのエネルギーを消費しています。�
これを基礎代謝といい、「心臓を動かす」「体温を保つ」「呼吸をする」などの生きていくた
めに必要なエネルギーのことです。�
　筋力トレーニングで筋肉の量が増えると、基礎代謝量も増えるといわれています。基礎代謝
量の増加で、より多くのエネルギーが消費できるので肥満防止や生活習慣病の予防にもつなが
ります。�
　下記の事に気をつけ、仕事や家事の合間を利用して、毎日の生活の中に筋力トレーニングを
取り入れてみましょう。�
�
�
�
　筋力トレーニングの種類はたくさんありますが、一部を紹介します。ご活用ください。�
�
腹筋運動 
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平成18年度浄化槽設置希望者の募集

平成18年度の浄化槽設置補助金の申し込
みを４月から募集します。専用住宅及び小
規模な店舗等との併用住宅について浄化槽
の設置を予定されている方で、平成19年３
月末までに完成出来る方に補助金を交付し
ます。
【補助金額】
5人槽　　　 404,000円
6～7人槽　　461,000円
10人槽以上　569,000円

【受付期間】 4月1日～4月28日
応募者多数の場合抽選。
受付期間終了後予定基数に達しない場合は
先着順で受付します。
【お問い合わせ先】
紀美野町役場建設課下水道係 TEL 489－5904

日
本
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
、

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
加
入
種
別

は
、
本
人
や
配
偶
者
の
就

職
・
転
職
・
退
職
等
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
。
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
忘
れ
ず
に

届
出
し
て
く
だ
さ
い
。
加
入

種
別
は
次
の
三
つ
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
・
農
林
業
・
自
由
業

や
そ
の
配
偶
者
、学
生
、無
職

の
人
な
ど

■
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場

で
、
自
分
で
手
続
き
し
ま

す
。

■
保
険
料
は
社
会
保
険
庁

（
社
会
保
険
事
務
所
）か
ら

送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
納

め
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
会
社
員
や
公
務

員■
勤
務
先
の
事
業
主
等
が
手

続
き
し
ま
す
。

■
保
険
料
は
給
与
等
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
配
偶
者

■
配
偶
者
の
勤
務
先
を
経
由

し
て
手
続
き
し
ま
す
。

■
保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入

制
度
で
拠
出
す
る
た
め
、

本
人
納
付
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

平
成
18
年
１
月
８
日
に
行

い
ま
し
た
紀
美
野
町
成
人
式

に
出
席
さ
れ
た
皆
様
へ
、
成

人
式
の
記
念
写
真
を
２
月
27

日
よ
り
、
左
記
の
場
所
で
お

渡
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
ま
だ
、
お
越
し
で
な
い

方
は
、
お
早
め
に
引
換
券
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

記

◇
旧
野
上
町
の
方
は
、

紀
美
野
町
教
育
委
員
会
総

務
学
事
課
（
紀
美
野
町
動

木
２
８
７
）

◇
旧
美
里
町
の
方
は
、

紀
美
野
町
教
育
委
員
会
学

事
・
生
涯
学
習
室（
紀
美
野

町
神
野
市
場
２
２
６
―
１
）

愛
が
ん
飼
養
目
的
で
は

「
メ
ジ
ロ
」の
み
で
す
。

４
月
〜
６
月
の
期
間
は
、

繁
殖
期
で
す
の
で
、
捕
獲
禁

止
で
す
。

飼
養
で
き
る
の
は
、
１
世

帯
に
１
羽
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

紀
美
野
町
産
業
課

TEL
（
４
８
９
）
５
９
０
１

『
青
い
鳥
ハ
ガ
キ
の

発
行
及
び
配
布
』

今
年
も
青
い
鳥
郵
便
は
が
き

を
４
月
20
日
か
ら
発
行
し
ま

す
。
尚
重
度
の
身
体
障
害
者

（
１
級
又
は
２
級
）
の
方
及
び

知
的
障
害
者
（
療
養
手
帳
に

「
Ａ
」
又
は
１
度
、
２
度
）
と

表
記
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、
１

人
に
つ
き
20
枚
配
布
し
ま
す
。

詳
し
く
は
郵
便
局
窓
口
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

春
は
異
動
の
季
節
で
す

国
民
年
金
の
届
出
を

忘
れ
ず
に

成
人
式
の
記
念
写
真

に
つ
い
て

国

民

年

金

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
許
可
と
飼

養
登
録
に
つ
い
て

郵
便
局
だ
よ
り

平成18年度　県の農作物鳥獣害防止対策事業について
●農作物をイノシシ被害から守るため、柵により田・畑を囲み、被害を防ぐ事業です。
●対象者は、当事業を実施しようとする２名以上の農家。
●柵の耐用年数は、５年使用できる強度のもの。
●補助金は、資材購入費のみ対象で、県1/3以内、町1/3以内、となっており、残額は、個人負担です。
●本事業の申し込み締め切りは、平成18年４月20日（木）までに、計画書、予算書、見積書、位
置図等を役場産業課農政係まで提出してください。
◎詳しくは役場産業課農政係　TEL  ４８９－５９０１（直）まで。

屋外広告物設置の許可に関する一部の
事務が町に権限委譲されました。

平成18年４月１日より、今まで県知事がしていた
屋外広告物（看板等）の設置許可を町長がすること
となりました。（今まで県に許可申請を提出してい
たものが町に変わる。）
許可を要する地域は、旧野上町の全区域と、旧美

里町の一部の地域（国道370号沿）、神社、仏閣であり、
一定の規模以上の屋外広告物を設置しようとすると
きは町長の許可が必要となります。許可を要する屋
外広告物の規模や、決まり事については和歌山県屋
外広告物条例・規則で、細かく規定されております
ので、屋外広告物を設置しようとされる方は、紀美野
町役場建設課までお問い合わせください。なお、屋
外広告物についての設置許可申請には、今まで同様、
規模や種類、用途に応じた手数料が必要となります。
【お問い合わせ先】
紀美野町役場　建設課　屋外広告物係　TEL 489－5904



本
年
４
月
か
ら
月
１
回
（
原

則
と
し
て
毎
月
第
２
水
曜
日
の

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30

分
、
場
所
は
中
央
公
民
館
）
の

予
定
で
開
催
し
ま
す
（
全
12

回
）。
定
員
に
は
ま
だ
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
・
関
心

の
あ
る
方
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
第

１
回
目
の
講
座
は
４
月
12
日

（
水
）
に
紀
美
野
町
役
場
２
階

会
議
室
に
お
い
て
、「
土
星
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。「
今
年
の

春
は
、
夜
空
に
神
秘
的
な
土
星

を
見
つ
け
る
事
が
で
き

ま
す
。
望
遠
鏡
で
み
る

土
星
の
姿
は
と
て
も
神

秘
的
で
、
こ
の
星
の
特

徴
で
あ
る
環
（
わ
）
が
何

か
ら
出
来
て
い
る
の
か

等
々
に
つ
い
て
」、
ま
た
、

天
気
が
良
け
れ
ば
、
実

際
に
小
型
望
遠
鏡
を
覗

い
て
土
星
の
姿
を
観
察

し
ま
す
。
な
お
、
今
後

の
講
座
内
容
及
び
開
催

日
程
は
以
下
の
通
り
で

す
。

■
第
２
回「
彗
星（
す
い
せ
い
）」

５
月
10
日
（
水
）
■
第
３
回
「
水

星
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
工
作
」

６
月
14
日
（
水
）
■
第
４
回
「
七

夕
」
７
月
12
日
（
水
）
■
第
５

回「
夏
の
星
座
」８
月
９
日（
水
）

■
第
６
回
「
宇
宙
を
探
る
」
９

月
13
日
（
水
）
■
第
７
回
以
降

に
つ
い
て
は

ま
た
、
誌
上

で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

※
写
真
は
、

上
段
か
ら
み

さ
と
天
文
台

で
撮
影
さ
れ

た
「
星
の
塔

と
北
の
空
を

巡
る
星
ぼ
し
」

「
ペ
ル
セ
ウ
ス

座
流
星
群
の

夜
に
見
ら
れ

た
流
れ
星
」
の

写
真
で
す
。

＊
先
月
号
の
広
報
で
３
月
６
日

ま
で
に
申
込
み
締
め
切
り
と

記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

３
月
６
日
か
ら
申
し
込
み
開

始
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

山
　
　
彦

第
11
号

「
吉
祥
」

桜
の
つ
ぼ
み
も
ほ
こ
ろ
び
、
桜

前
線
も
北
上
し
て
き
ま
し
た
。

お
日
様
、
空
気
、
水
、
草
木
、

鳥
、
虫
…
あ
な
た
は
何
で
春
を
感

じ
ま
す
か
？

４
月
は
新
学
期
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
、
保
育
所
や
学
校
で
は
真

新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
少
し
の

不
安
と
大
き
な
夢
に
心
を
と
き
め

か
せ
た
子
ど
も
達
が
新
鮮
さ
を
与

え
、
職
場
で
は
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
心
一
つ
に
す
る
月
で
す
。

「
吉
祥
」
物
事
を
は
じ
め
る
の

に
吉
と
す
る
日
（
小
学
館
言
泉
よ

り
）、
暦
の
中
に
は
、
そ
の
と
き

ど
き
に
ふ
さ
わ
し
い
事
柄
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
お
正
月
、
成
人

の
日
、
節
分
、
お
彼
岸
、
ひ
な
ま

つ
り
、
み
ど
り
の
日
、
憲
法
記
念

日
、
こ
ど
も
の
日
…
。

日
常
の
生
活
の
中
で
「
吉
祥
」

を
大
切
に
し
、
心
新
た
に
生
活
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

目
標
を
も
っ
て
生
き
る
こ
と
が

大
切
で
す
、
趣
味
、
仕
事
、
大
き

な
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
こ
と
、
よ

り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、
楽
し
く

生
き
る
た
め
に
。

思
い
立
っ
た
が
吉
日
、
今
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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４
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
〜

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

【
曲
目
】
歌
「
美
女
と
野
獣
」
・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
海
の
ふ
し
ぎ
」

【
賛
助
出
演
】
海
南
児
童
合
唱

団
・
リ
リ
ア
ン
コ
ー
ル
ノ
カ
ミ

【
私
た
ち
が
出
て
い
ま
す
】
宮

本
花
波
・
田
中
美
早
・
楠
岡

葵
・
中
浴
綾
香
・
山
片
実
咲
・

松
尾
佳
奈
・
西
浦
侑
希
・
桑
添

愛
加
・
高
木
千
賀
・
水
谷
心

咲
・
北
ゆ
う
佳
・
水
谷
千
尋
・

常
田
奈
央
・
田
中
祐
衣
・
松
尾

莉
佳
・
大
西
彩
月
・
橋
本
柊

圭
・
常
田
優
香
・
西
岡
と
も

み
・
北
晃
知
・
松
尾
ち
あ
き

ご
来
場
の
方
、
先
着
１
０
０

名
様
に
花
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
初
め
て
文
化
セ
ン
タ

ー
で
演
奏
を
し
ま
す
。
旧
美
里

地
区
の
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
観
に

来
て
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
読
書
の
日

４
月
23
日
（
日
）

子
ど
も
が
積
極
的
に
読
書
活

動
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
法
律

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
日
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
が
シ
ェ
ィ
ク
ス
ピ
ア

と
セ
ル
バ
ン
テ
ス
の
命
日
で
あ

る
こ
の
日
を
、「
世
界
・
本
と

著
作
権
の
日
」
と
宣
言
し
て
い

ま
す
。

お
は
な
し
会

■
中
央
公
民
館
図
書
室

４
月
19
日
（
水
）
午
後
２
時
30

分
〜
３
時
30
分

■
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書
室

４
月
30
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

「
も
う
一
度
読
み
た
か
っ
た
、

も
う
ち
ょ
っ
と
知
り
た
い
な
、

そ
ん
な
一
冊
を
み
つ
け
て
み
よ

う
。
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

意
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。」

新
刊
紹
介

―
中
央
公
民
館
―

■「
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
」東
野
圭

吾
・
著
■「
ス
ー
プ
オ
ペ
ラ
」阿

川
佐
和
子
・
著
■
「
東
京
タ
ワ

ー
・
オ
カ
ン
と
ボ
ク
と
、
時
々
、

オ
ト
ン
」
リ
リ
ー
・
フ
ラ
ン
キ

ー
・
著
■
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
の
秘
密
」
ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー

ル
・
著
■
「
10
の
ち
い
さ
な
お

も
ち
ゃ
の
あ
ひ
る
」
エ
リ
ッ

ク
・
カ
ー
ル
・
著
■
「
な
め
れ

お
ん
」
あ
き
や
ま
た
だ
し
・
作

■
「
い
つ
も
だ
れ
か
が
…
」
ユ

ッ
タ
・
バ
ウ
ア
ー
・
作

―
文
化
セ
ン
タ
ー
―

■「
東
京
タ
ワ
ー
・
オ
カ
ン
と
ボ

ク
と
、
時
々
、
オ
ト
ン
」
リ
リ
ー

フ
ラ
ン
キ
ー
・
著
■
「
道
三
堀

さ
く
ら
」
山
本
一
力
・
著
■
「
エ

ン
ド
・
ゲ
ー
ム
」
恩
田
陸
・
著

■「Love
Letter

」石
田
衣
良
・

著
■
「
ど
う
ぶ
つ
に
ふ
く
を
き

せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」■「
み
な

し
ご
の
白
い
子
ラ
ク
ダ
」

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】
国
部
圭
（
野
小
４
年
）

林
愛
珠
（
野
中
１
年
）【
２
百

冊
】
桑
添
大
輔
（
第
二
保
育
）

【
３
百
冊
】
田
伏
雅
也
（
野
小

５
年
）・
田
伏
俊
輝（
野
小
２
年
）

お
知
ら
せ

「
県
立
図
書
借
り
入
れ
」

中
央
公
民
館
へ
県
立
図
書
館
か

ら
五
百
冊
の
図
書
を
借
り
入
れ

ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
講
座

小
川
地
区
公
民
館
で
、
５
月

よ
り
「
リ
サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
講

座
」
を
開
講
し
ま
す
。
古
着
を

材
料
に
し
て
、
バ
ッ
グ
や
小
物

を
作
り
ま
す
。
要
ら
な
く
な
っ

た
衣
類
を
有
効
利
用
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
講
師
】
木
内
十
美
子
先
生

【
日
時
】
毎
月
第
１
・
３
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
初
回
は
５
月
18
日
（
木
）

【
申
込
み
】
４
月
14
日
ま
で
に

小
川
地
区
公
民
館
へ
。

「
美
里
大
正
琴
ク
ラ
ブ
」

美
里
大
正
琴
ク
ラ
ブ
が
、
発

足
し
た
の
は
、
昭
和
の
時
代
。

も
う
、
二
十
数
年
前
に
な
り

ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
海
外

演
奏
。
国
内
で
は
、
神
戸
市
、

東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
、
鳥
取
県

倉
吉
市
、
大
阪
市
等
で
の
演
奏

会
。
２
・
３
年
に
１
回
の
県
民

文
化
会
館
で
の
発
表
会
。
な
ど

な
ど
。

発
表
会
に
向
け
て
の
新
し
い

楽
譜
を
目
に
し
た
時
「
こ
ん
な

む
ず
か
し
い
曲
が
弾
け
る
よ
う

広報�11

に
な
る
の
か
な
？
」
と
自
信

を
失
い
そ
う
に
な
る
が
、
練

習
に
入
る
と
「
や
っ
て
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
。」
と
思
い
、

み
ん
な
心
一
つ
に
し
て
頑
張

り
ま
す
。

こ
こ
数
年
前
か
ら
「
美
里

園
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
ま
し
た
。
月
１
回
、
ホ

ー
ム
の
皆
さ
ん
と
演
奏
し
た

り
、
歌
っ
た
り
。
園
の
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
参

加
し
ま
し
た
。

楽
し
い
歌
声
、
美
し
い
音
色

を
園
一
杯
に
広
げ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
に
可
愛

が
っ
て
も
ら
え
る
大
正
琴
ク

ラ
ブ
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

練
習
は
、
第
１
・
３
月
曜

日
夜
７
時
30
分
か
ら
自
然
体

験
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。



★
牛
乳
パ
ッ
ク
を
つ
か
っ
て
工

作
し
よ
う
！

【
日
時
】
４
月
５
日
（
水
）
12

日
（
水
）
26
日
（
水
）
午
後
２

時
〜
午
後
５
時

【
場
所
】
中
央
公
民
館
保
育
室

★
紙
芝
居
、
絵
本
の
読
み
聞
せ

【
日
時
】
４
月
19
日
（
水
）
午

後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場
所
】
中
央
公
民
館
図
書
室

■
料
理
教
室
「
お
昼
ご
は
ん
を

つ
く
ろ
う
！
」

【
日
時
】
４
月
８
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
場
所
】
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

調
理
実
習
室

【
内
容
】
た
き
こ
み
ご
は
ん
、

み
そ
汁
、
た
ま
ご
や
き

【
参
加
費
】
２
０
０
円

【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
タ
オ
ル
、
水
筒

【
申
込
み
】
４
月
５
日
（
水
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

（
電
話
４
８
９
・
５
９
０
９
）

（
先
着
24
名
）
保
護
者
の
方
も

ど
う
ぞ

■
こ
ど
も
の
つ
ど
い

【
日
時
】
４
月
30
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

【
場
所
】
文
化
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
絵
本
の
読
み
聞
せ
、

工
作
（
プ
ラ
バ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
、
ク
レ
ー
プ
紙
の
花
）
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
、
わ
た
が
し
　
他

【
そ
の
他
】
無
料

み
ん
な
誘
っ
て
遊
び
に
き
て
ね

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
!!
」

い
つ
で
も
誰
で
も
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き
ま

す
。掛

金
（
年
額
）
は
子
ど
も
５

０
０
円
、
大
人
１
５
０
０
円

（
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
は
１
人
８

０
０
円
）
※
文
化
活
動
、
地
域

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

掛
金
に
つ
い
て
は
１
人
年
額
５

０
０
円
。

■
対
象
と
な
る
事
故

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団

体
活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経

路
の
往
復
中
の
事
故
。

■
保
険
期
間

４
月
１
日
午
前
０
時
〜
平
成

19
年
３
月
31
日
午
後
12
時
（
申

込
み
受
付
は
随
時
）

■
注
意

野
上
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

を
通
し
て
保
険
加
入
さ
れ
る
団

体
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局

で
一
括
加
入
い
た
し
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
保
険
額

死
亡
２
０
０
０
万
円
（
老
人

６
０
０
万
円
）
後
遺
障
害
最
高

３
０
０
０
万
円
（
老
人
９
０
０

万
円
）
入
院
（
１
日
に
つ
き
）

４
０
０
０
円
（
老
人
１
８
０
０

円
）
通
院
（
１
日
に
つ
き
）
１

５
０
０
円（
老
人
１
０
０
０
円
）

■
賠
償
責
任
金
額
（
限
度
額
）

身
体
賠
償
　
１
人
１
億
円

（
免
責
１
０
０
０
円
）
１
事
故

５
億
円
（
免
責
１
０
０
０
円
）

財
物
賠
償
１
事
故
５
０
０
万
円

（
免
責
１
０
０
０
円
）

■
共
済
見
舞
金

突
然
死
（
急
性
心
不
全
、
脳

内
出
血
な
ど
）
１
６
０
万
円

歌
謡
愛
好
会
か
ら
の
お
誘
い

４
月
か
ら
「
紀
美
野
町
歌
謡

愛
好
会
」を
発
足
い
た
し
ま
す
。

こ
の
会
は
「
歌
」
を
と
お
し

て
、
親
睦
を
深
め
、
明
る
く
楽

し
い
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
紀

美
野
町
民
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
皆

様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

連
絡
先
　
下
野
尻
貫
一
（
電
話

４
８
９
・
４
７
４
４
）
中
浴
滋

郎
（
４
８
９
・
３
８
６
９
）
東

野
義
雄（
４
８
９
・
２
０
９
７
）

栄
冠
は
本
多
敬
典
さ
ん
、

花
田
洋
子
さ
ん

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会

３
月
12
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い

公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第
５

回
紀
美
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
開
会
式
前
か
ら
の
雨

と
寒
さ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の

中
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
の
名

に
ふ
さ
わ
し
く
、
技
術
は
も
ち

ろ
ん
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
も
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
内
容
で
競
技
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
昨
年

の
各
大
会
の
上
位
の
方
が
各
コ

ー
ス
の
最
終
組
を
回
り
参
加
者

の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略

（
か
っ
こ
内
は
ス
コ
ア
）

■
男
性
優
勝
本
多
敬
典
（
１

０
３
）
海
南
市
　
２
位
　
木
村

勲
（
１
０
５
）
和
歌
山
市
３

位
　
山
口
美
智
男
（
１
０
８
）

岩
出
町

■
女
性
優
勝
花
田
洋
子
（
１

１
８
）
下
佐
々
　
２
位
　
太
田

江
津
子
（
１
２
０
）
下
佐
々

３
位
　
若
林
和
子
（
１
２
５
）

動
木

12

児
童
生
徒
の
絵
画
作
品
展
示

期
間
　
平
成
18
年
４
月
〜
６
月

場
所
　
紀
美
野
町
役
場
　
中
央

公
民
館

【
第
一
保
育
所
】
く
り
ば
や
し

と
も
み
　
い
わ
ね
あ
つ
と
　
さ

さ
お
た
い
き
　
く
わ
ぞ
え
り
か

か
い
の
し
ょ
う
ま
　
よ
し
づ
ま

さ
と
　
い
し
い
ま
さ
き
　
き
た

だ
か
お
り
　
ま
つ
も
と
こ
う
き
　

【
第
二
保
育
所
】
あ
ん
だ
い
ら

り
ゅ
う
と
　
た
ぶ
せ
な
お
　
か

の
う
ま
い
　
さ
か
い
り
ょ
う

ほ
そ
の
り
り
か
　
な
か
で
こ
う

た
　
【
小
川
保
育
所
】
あ
さ
お

せ
な
　
い
け
も
と
ま
さ
と
　

【
野
上
小
学
校
】
瀬
藤
天
　
大

畑
響
　
長
生
拓
朗
　
西
生
純

中
村
芽
育
　
芝
　
唯
　
土
井
健

登
　
前
硲
竜
也
　
井
上
明
日
美

京
井
翔
　
裏
田
野
乃
花
　
矢
野

竣
介
　
宮
本
花
波
　
中
西
秋
音

常
田
優
香
　
【
小
川
小
学
校
】

つ
ざ
き
み
の
り
　
安
田
み
ず
き

今
野
裕
貴
　
西
谷
淳
　
【
志
賀

野
小
学
校
】

あ
か
さ
か
れ
み

中
野
尻
祥
　
【
野
上
中
学
校
】

北
原
沙
莉
　
中
道
未
那
子
　
南

希
枝
　
宮
脇
工
　
久
喜
真
由
美

長
峯
千
夏



紀
美
野
町
立
毛
原
小
学
校

フ
ィ
ー
ロ
、
フ
ィ
ー
ロ
、
ト

ン
ツ
ク
ト
ン
ツ
ク
、
ト
ン
ツ
ク

ト
ン
・
・
軽
や
か
な
笛
太
鼓
の

音
が
山
間
の
地
に
響
く
。
毛
原

小
学
校
で
は
地
域
の
伝
統
文
化

の
だ
ん
じ
り
保
存
に
力
を
入
れ

る
た
め
、
総
合
の
時
間
や
集
会

な
い
と
、
季
節
ご
と
の
星
空
の

変
化
に
つ
い
て
い
け
な
い
と
思

い
、
１
年
間
晴
れ
て
い
れ
ば
常

に
夜
空
を
眺
め
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
こ
の
習
慣
か
ら
、

東
京
や
大
阪
の
町
中
で
見
た
夜

空
は
、
や
は
り
光
害
の
影
響
も

あ
り
非
常
に
さ
び
し
い
も
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け

に
大
阪
な
ど
の
都
心
部
か
ら
来

ら
れ
る
お
客
様
、
特
に
こ
ど
も

た
ち
に
は
夜
空
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
星
の
説

明
を
し
て
き
ま
し
た
。
天
文
に

関
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

国
内
の
様
々
な
天
文
関
係
施
設

を
訪
問
で
き
た
こ
と
も
、
今
後

の
教
育
活
動
に
お
い
て
大
変
プ

ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
他
に
も
、
教
員
で
は
で

き
な
い
経
験
を
数
多
く
で
き
た

研
修
で
あ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

本
当
に
１
年
間
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
み
さ
と
天
文
台
・
飯
島
輝
久
）

「
あ
り
が
と
う
天
文
台
」

今
、
勤
務
が
終
わ
っ
て
、
空

を
見
上
げ
る
と
、
冬
の
星
座
が

西
に
傾
き
、
春
の
星
座
が
天
高

く
上
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
原
稿
が
紙
面
に
載
る
頃
は
も

う
す
っ
か
り
春
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
１
年
と
い
う

時
間
を
か
け
て
、
地
球
は
太
陽

の
周
り
を
め
ぐ
り
、
夜
空
は
、

私
が
研
修
を
始
め
た
頃
と
ほ
ぼ

同
じ
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
１

年
が
経
っ
た
今
で
は
、
こ
の
夜

空
に
つ
い
て
、
人
並
み
に
説
明

を
す
る
こ
と
は
非
常
に
簡
単
だ

と
思
え
ま
す
。

昨
年
の
４
月
頃
は
、
星
座
や

１
等
星
、
惑
星
の
こ
と
な
ど
何

一
つ
わ
か
ら
ず
、
そ
の
日
の
星

空
ツ
ア
ー
で
お
客
様
に
見
て
頂

け
る
天
体
を
調
べ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
毎
日
見
て
い
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経
本
に
頼
る
読
経
ど
き
ょ
う

や
春
寒
し

城
山
ふ
み
枝

春
を
待
つ
に
ん
に
く
植
ゑ
て
葱ね
ぎ

植
ゑ
て

黒
川
　
悦
治

嫁
ぐ
日
の
あ
る
や
な
し
や
と
雛
飾
る

阪
口
早
苗

蓬
餅
よ
も
ぎ
も
ち

一
人
搗づ

き
し
て
峠
茶
屋

口
井
ト
シ
子

春
泥
の
染し

み
の
残
れ
る
ス
ニ
ー
カ
ー

井
口
惇
子

自
転
車
を
畦
に
置
き
ざ
り
青
き
踏
む

湯
上
ひ
と
み

注
文
の
本
の
届
き
て
春
炬
燵
ご
た
つ

今
野
昭
子

雪
解
水

ゆ
き
げ
み
ず

ふ
も
と
の
村
へ
ほ
と
ば
し
り

手
拝
て
る
代

秘
密
だ
と
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
竜
の
玉

東
せ
つ
子

雪
と
け
て
春
を
占
う
ふ
き
の
塔

浴
俊
夫

前
髪
を
揺
ら
し
て
歌
ふ
子
笑
ま
ふ
子
よ
「
お
せ
ん
べ
お
せ
ん
べ
や
け
ま
あ

し
た
あ
」

貝
野
千
鶴
子

老
い
て
こ
そ
こ
こ
ろ
に
花
を
も
ち
た
し
と
冬
の
さ
く
ら
の
咲
く
下
に
来
し

角
谷
と
し
み

城
山
の
傾
れ
に
住
め
る
数
軒
に
今
年
生
れ
の
嬰
児
二
人

黒
西
葉
子

新
し
い
靴
履
い
た
児
童
こ

が
雨
上
り
の
水
溜
り
で
靴
の
裏
洗
う

河
野
昭
子

や
わ
ら
か
き
日
の
あ
し
の
と
ど
く
山
路
に
積
も
り
し
枯
れ
葉
　
枯
れ
葉
の

息
吹

竹
本
セ
ツ
子

う
ぐ
い
す
の
声
も
さ
や
か
に
梅
の
花
今
を
盛
り
と
匂
い
耀か
が

よ
う

久
保
英
吾

絹
ご
し
の
雨
降
る
毎
に
春
色
も
濃
く
な
り
て
お
り
蕗
の
薹
見
ゆ

金
田
和
子

や
ま
里
の
夜
ふ
け
な
き
つ
ぐ
ふ
く
ろ
う
の
こ
え
を
き
き
つ
つ
し
ま
い
ゆ
に

い
る

笹
田
美
代
子

巣
立
ゆ
く
朝
に
向
う
大
学
よ
優
し
き
孫
は
希
望
に
み
ち
て

中
道
と
し
み
　

五
・
七
・
五
の
後
の
七
・
七
浮
か
ば
ぬ
と
指
折
り
し
つ
つ
風
呂
に
の
ぼ
せ
る

梶
谷
知
子

新
し
き
町
名
な
ま
え

に
未
だ
馴
染
み
な
く
変
り
ゆ
く
の
か
里
も
遠
の
く

寺
岡
幸
子

突
然
に
甥
よ
り
届
く
贈
り
物
そ
の
子
た
だ
今
還
暦
な
り
と

西
山
カ
ズ
ヱ

の
時
間
で
地
域
の
方
々
に
指
導

を
お
願
い
し
て
横
笛
や
太
鼓
の

練
習
を
し
て
い
る
。
低
学
年
に

は
熟
達
し
た
高
学
年
が
や
さ
し

く
教
え
る
。
少
人
数
学
校
の
持

つ
温
か
な
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。
毛
原
小
学
校
で
は
こ

の
よ
う
に
、
地
域
の
方
々
に
協

力
を
頂
い
て
進
め
て
い
る
特
色

あ
る
教
育
活
動
が
い
く
つ
か
あ

る
。
地
域
の
青
年
組
織
「
の
ぞ

み
会
」
と
の
ア
マ
ゴ
釣
り
大
会
、

大
成
高
校
美
里
分
校
・
長
谷
毛

原
中
学
校
・
毛
原
保
育
所
と
の

４
校
所
合
同
運
動
会
、
地
域
の

お
年
寄
り
と
の
収
穫
祭
や
し
め

縄
づ
く
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
と
の
交
流
等
々
・
・
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
少
人

数
校
の
利
点
を
生
か
し
て
全
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
の
人
々
に
支
え
ら
れ
、

温
か
い
ま
な
ざ
し
が
注
が
れ
て

い
る
本
校
の
子
ど
も
た
ち
の
目

は
い
つ
も
輝
い
て
い
る
。
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春
の
行
楽
期
を
火
災
の
な
い
楽

し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
!!

春
を
迎
え
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン

が
到
来
す
る
と
、
キ
ャ
ン
プ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
山
に
入

る
機
会
が
増
え
ま
す
。
山
火
事

を
起
さ
な
い
為
に
は
、
山
に
入

っ
た
ら
火
を
使
わ
な
い
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得

ず
火
を
使
用
す
る
場
合
は
、
次

の
事
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

①
枯
れ
葉
、
枯
れ
草
等
の
あ
る

場
所
で
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

②
強
風
の
時
や
乾
燥
注
意
報
発

令
時
に
は
、
た
き
火
を
し
な

い
。

③
た
き
火
を
す
る
際
は
近
く
に

水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

し
、
た
き
火
の
場
所
を
離
れ

る
場
合
は
水
で
必
ず
消
火
す

る
。

④
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず
消

し
、
投
げ
捨
て
な
ど
は
絶
対

に
し
な
い
。

⑤
火
遊
び
を
し
な
い
。

山
火
事
は
、
市
街
地
で
の
火

災
と
は
異
な
り
、
い
っ
た
ん
発

生
す
る
と
、
消
火
用
の
水
を
確

保
す
る
の
が
困
難
な
こ
と
、
道

路
状
況
が
良
く
な
い
こ
と
な
ど

の
地
理
的
・
地
形
的
条
件
か

ら
、
容
易
に
消
火
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
焼

損
面
積
が
広
範
囲
に
及
ぶ
危
険

性
が
高
く
な
り
ま
す
。

〜
山
火
事
の
主
な
原
因
は
火
の

不
始
末
や
放
火
〜

森
林
は
、
水
を
貯
め
た

り
、
山
崩
れ
を
防
止
し
た

り
と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
山
火
事
は
そ

の
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
の

う
ち
に
焼
失
さ
せ
る
災
害

で
す
。
山
火
事
の
多
く
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
扱

い
の
不
注
意
が
原
因
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
山
火
事

を
防
ぐ
た
め
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
森
林
の
大
切
さ

を
認
識
し
、
防
火
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
住
民
が
安
全
で
　
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
て
、
よ
り
高
度
な
情
報
収

集
と
迅
速
な
活
動
体
制
の
確
立

を
図
る
べ
く
、
こ
の
度
、
高
機

能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
が
完
成

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
最
新
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
通
信
機
器

を
組
み
合
わ
せ
、
災
害
発
生
時

の
１
１
９
番
通
報
受
信
か
ら
出

動
指
令
ま
で
の
時
間
を
大
幅
に

短
縮
で
き
、
又
、
現
場
活
動
に

必
要
な
支
援
情
報
を
瞬
時
に
検

索
で
き
る
な
ど
、
今
ま
で
よ
り

以
上
に
迅
速
か
つ
確
実
な
消
防

活
動
が
可
能
と
な
り
、
災
害
に

よ
る
被
害
の
軽
減
に
役
立
つ
も

の
と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
は
、
こ
の
セ
ン
タ

ー
を
最
大
限
に
活
用
し
、
住
民

の
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
職
員
一
同
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ

る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で

す
。
も
し
も
の
時
の
為
に
、
あ

な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
！尚

、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち

の
方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今

年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の
３

時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料

無
　
料

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
お
問
い
合
わ
せ
）

先紀
美
野
町
消
防
本
部
　
警
防
課

ま
で
（
TEL
０
７
３
―
４
８
９

―
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団

体
で
の
申
し
込
み
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
上
級
救
命
講
習
の
受
講
者
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●火災発生件数…………………………0件
【事故別搬送人員】

2月の消防の動き

急 病
一般負傷
交通事故
そ の 他
合 計

管　内
28（ ）
３（ ）
３（ ）
８（ ）
42（ ）

管　外
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

合　計
28（ ）
３（ ）
３（ ）
８（ ）
42（ ）

※（ ）内については、ドクターヘリ要請

高
機
能
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
が

完
　
成
!!

次
回
の
普
通
救
命
講

習
・
再
講
習
は
、

平
成
18
年
5
月
7
日
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一般要員
一般要員
飛行要員

一般要員
飛行要員
音楽要員

編　集　後　記
いよいよ桜の季節４月を迎えました。この

時期、入学、入社と新しいスタートをきられ
る方も多いことと思います。心新たに頑張っ
てください。
紀美野町として最初の新年度予算も決ま

り、いろいろな事業がスタートします。今後
ともよろしくお願いします。

平成18年度　国税専門官採用試験
１ 受 験 資 格（1）昭和54年４月２日から昭和60年４

月１日生まれの者
（2）昭和60年４月２日以降生まれの者で

次に掲げるもの
イ　大学を卒業した者及び平成19年３月

までに大学を卒業する見込みの者
ロ　人事院がイに掲げる者と同等の資

格があると認める者
２ 採用予定人員 約９５０名
３ 受験申込受付期間 平成18年４月３日（月）～４月14日（金）

（４月14日消印有効）
４ 受験申込先 希望する第１次試験地を所轄する国税局
５ 試　験　地 近畿地域（第１次試験地－京都市､大

阪市　第２次試験地－大阪市）
６ 試　験　日 第１次試験　６月11日（日）

第２次試験　７月24日（月）～27日（木）
（第１次試験合格通知書で指定する日）

７ 合格発表日 第１次試験合格者…７月４日（火）
最終合格者　　　…８月29日（火）

８ 問い合わせ先 大阪国税局人事第二課試験担当係
（TEL 06－6941－5331）又は
海南税務署総務課（TEL 482－0900）

※国税庁ではホームページ（http://www.nta.go.jp）を開設
していますので、ぜひ御利用ください。

平成18年度　自衛隊幹部候補生等
採用試験のご案内

受付期間　平成18年４月１日（土）～平成18年５月12
日（金）

試験場所　和歌山市内
受験資格　20歳以上（22歳未満は大学卒業見込含む）

～26歳未満の男女
１次試験　平成18年５月20日（土）・21日（日）
１次合格発表　平成18年６月9日（金）
２次試験　平成18年６月20日（火）～６月22日（木）
２次合格発表　平成18年７月12日（水）
お問い合わせ

自衛隊海南募集案内所　TEL  073－483－4481
海南市日方1521－13 隅田恵光堂ビル３階

区　　　　　分
陸上自衛隊

海上自衛隊

航空要員

一般幹部候補生

一般幹部候補生

一般幹部候補生

技術幹部候補生

約130名 約10名

約50名

約20名

約５名

約40名 約５名

男子 女子



野
上
小
学
校
屋
内
運
動
場

（
体
育
館
）
が
完
成
し
、
３
月

９
日
に
関
係
者
多
数
出
席
の
も

と
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
寺
本
町
長
が
「
木

の
香
り
漂
う
環
境
に
や
さ
し
い

校
舎
、
そ
し
て
こ
の
屋
内
運
動

場
と
快
適
な
教
育
環
境
が
整
い

ま
し
た
。
次
代
を
担
う
子
供
た

ち
に
は
こ
の
環
境
の
中
で
、
心

豊
か
で
健
や
か
に
育
っ
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」

と
あ
い
さ
つ
。
最
後
に
児
童
の

代
表
４
人
が
「
私
た
ち
へ
の
大

き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。
大
切

に
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」
と
お
礼
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

完
成
し
た
体
育
館
の

概
要
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
二
階
建
、
延

床
面
積
１，

０
９
８
㎡

で
、
ア
リ
ー
ナ
５
１
３

㎡
、
ス
テ
ー
ジ
55
㎡
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

１
２
２
㎡
、
更
衣
室
、

ト
イ
レ
、
放
送
室
、
器

具
庫
等
を
備
え
て
い
ま

す
。
総
事
業
費
は
、
２

億
８，

５
１
８
万
円
で
す
。

16

（平成大橋・南橋詰）�

児童の代表４人からお礼の言葉が述べられました。児童の代表４人からお礼の言葉が述べられました。�児童の代表４人からお礼の言葉が述べられました。�

平成18年　全国春の交通安全運動の実施
期間：平成18年４月６日（水）～15日（土）の10日間
◆運動の基本：子どもと高齢者の交通事故防止
◆運動の重点：自転車の安全利用の推進

シートベルトとチャイルドシートの
正しい着用の徹底
飲酒運転の根絶

皆さん、安全運転には十分心がけ交通マナーを高めま
しょう。 広々としたアリーナ広々としたアリーナ�広々としたアリーナ�

竣工式風景竣工式風景�竣工式風景�


